
 

 

 

 フットボールの主役は選手（表）としたら、それを支える縁の下の力持ち

（裏）と言えば、マネージャー（MG）。 

MG 無くしてプレイヤーもプレイに専念できません。 

 

今回は必要不可欠な存在、MG をクローズアップしたいと思います。 

 

現在(2009 年 8 月現在)、EAGLES には 4 年生 3 名、3 年生 5 名、2

年生 0 名、1 年生 2 名の計 10 名が日々奮闘中です。 

主に女子部員が MG、トレーナーチーム（以下 TR）と 2 つに分かれてチ

ームに貢献しています。（TR には MG 業を兼務している部員もいます。） 

 

☆MG の役職紹介  

＊ ○の中の数字は学年 役職を兼務している学生もいます。 

◆ 主務 1 名 ④ 

・ 日々のスケジュール管理 

・ 選手、スタッフ間の連絡を担う 

・ チーム管理＆運営 

◆ 学生委員 1 名 ③ 

・ 渉外 

・ 試合会場での運営 

 

 

 

◆ 記録 1 名 ③ 

・ 連盟に提示する（公式）試合の記録管理 

・ カメラ＆ビデオ管理 

・ メディア管理 

・ フットボールのルールテスト実施 

◆ 広報 3 名  （ ④ 1 名 ③ 1 名 ① 1 名 ） 

・ HP 作成、運営 

・ チームのブランド力 UP のための PR 活動（イヤーブック作成等） 

・ EAGLES 関係者に対しての告知＆案内の作成 

◆ 会計 2 名 （ ③ 2 名 ） 

・ 部費等の金銭収支管理 

 

☆ TR 紹介  

＊ MG 業と兼務している学生もいます。 

4 年生 1 名、3 年生 3 名、1 年生 1 名 計 5 名 

・ 選手の健康管理（食事チェック、健康状態チェック） 

・ ケガ予防 

・ 医務関係（ケガ対応等） 

・ テーピング 

 

VOL．３ 
 

＊ テーピングに関してはトレーナーだけでなく、MG全員巻けるようになっ

ています。 

泉谷ヘッドトレーナーのテーピングテストを合格し、初めて選手にテーピ

ングを公式に巻ける段階になっています。 

 

モチベーションモチベーションモチベーションモチベーション    

あくまでもプレイするのは選手で、MG や TR は主に裏方。 

そんな彼女達のモチベーションは何か？と聞くと返ってくる言葉は、

『日々の練習や、試合も初めから終わりまで如何にスムーズに行えるかを

皆で考え行う事です。もちろん、全ては勝つためにですけど』と、言う。 

毎回の練習の中で変化はあるもの、如何にムダな部分を無くし、ムダだ

った部分を洗い出すことで如何に次回からその部分を効率よく得ること

（その部分を次回から有意義に使う）を考えているそうだ。 

 

 

＊余談ですが、様々なフットボールのクリニック＆講習会に積極的に

MG・TR は参加していますが、後日レポートを自発的にスタッフに提出して

くるそうです。 

それもどこに出しても恥ずかしくないキッチリとしたレポートでスタッフ陣

も毎回驚かされているみたいです。 

彼女達の意識の高さが感じられます。 

 

そんな彼女達のチームワークは抜群で、明るく活発。役割の中では上

級生、下級生関係なく自由に発言行動し、お互いの信頼関係の強さを感

じる。 

ON と OFF、各々の役割に対してもメリハリがしっかりとしているそんな印

象を強く受けます。 



 

 

MGMGMGMG・・・・TRTRTRTR 業業業業でででで大切大切大切大切にしていることにしていることにしていることにしていること（（（（心掛心掛心掛心掛けていることけていることけていることけていること））））はははは何何何何かかかか？？？？    

・ プレイヤーに取って最高の環境を作り出すこと。 

・ プレイヤー、スタッフとのコミュニケーション。 

・ メンタル面も含み、良いコンディショングで送り出す。 

 

それ以外にも「プレイヤーがあっての MG だと思うので、いかにプレイヤ

ーを引き立てられるかを心がけています。」と、決して表には出ず、常に献

身的に行うことを心がけている彼女達の日々の意識を知らされました。 

 

またまたまたまた、、、、嬉嬉嬉嬉しいしいしいしい瞬間瞬間瞬間瞬間はははは何何何何かかかか？？？？    

・ TD の瞬間。 

・ 下級生の成長を見れる事。 

・ 感謝された時。 

・ 皆で勝った瞬間を分かち合う時。 

・ 他大学から褒められた時。 

当然のことながら勝利の瞬間の喜びは、選手＆スタッフだけでなく彼女

たちにもやってくる。それと同時に彼女達に取って今までやってきたこと

（準備したこと）に対して報われる瞬間でもある。 

 

 

しかし、やはり良いことばかりではないので、悔しい時の悔しさを MG・

TR としてどう考え、どう変えているか？と意地が悪い質問を問いかけてみ

ると。 

『負けたときが一番悔しく、選手として試合に出ていなくても MG、TR と

しての役割の中で反省点を速やかに出し、固定概念に囚われず新たな

方法を考えるようにしています。』と、あくまでもマイナスをマイナスにする

のではなく、マイナスをむしろプラスに働きかけるように試みている。 

今年度のチームスローガン『OVER』がチームだけでなく個々にも浸透し

ているのが見受けられる。 

 

 

 

追記追記追記追記：：：：各大学から1 名以上、連盟に学生を出向していますが、EAGLESで

は 3 年生の鈴木睦美が連盟で奮闘しています。 

今年から学生連盟執行部では副委員長。連盟の記録部では部長を務

めることになりました。 

鈴木日く、「他大学さんのファンサービスや取り組みをたくさん見たり触

れたりすることで、非常に良い経験が得られています。 

そこで得た良い部分をなんとか EAGLES にフィードバックできるよう頑張

りたいです。」と、部活動と連盟活動と大変な中ではあるが、充実した

日々を送っているそうです。 

EAGLES 外でも頑張っている現役に対しても応援の程、宜しくお願いし

ます。 

 

 

 

 

＊＊＊＊インタビューインタビューインタビューインタビューをををを終終終終えてえてえてえて：：：：毎年、毎年 MG（TR）の意識の高さには個人的に

驚かされます。 

彼女達は選手同様、それ以上に貪欲に物事に対して取り組み、常に現

状に満足せず高い位置を目標に取り組んでいる姿勢を感じさせら改めて

EAGLES には欠かせない、常に必要不可欠な存在だと再認識させられま

した。 

どこに出しても恥ずかしくない、むしろ自信を持って送り出せる EAGLES

の一員だと実感しました。 

 

（H21.8.22 発行） 

 

                 INTERVIEWER 齊藤拓夫（25 回生） 

 


